
障害学生支援について 

障害のある学生が大学生活を営む上で、修学上の困難やつまづき等が生じた場合、あるいは入

学・進級にあたってその不安がある場合は、「相談室」に連絡下さい。キャンパスソーシャルワーカー

が相談に応じます。障害のある学生が、他の学生と同等な修学環境で教育が受けられるように、教職

員や学内の関係部署、学外の関係機関等と連携して支援を行います。 

 また、授業の理解や単位取得に必要な支援や環境調整を行う合理的配慮を求める事が出来ます。

キャンパスソーシャルワーカーが学生の相談に乗りながら一緒に考えます。 大学では、配慮申請が

提出されますと関係教職員と協議し、妥当性を判断し、配慮内容を決定します。本学では学生の意思

を尊重し、学生と大学が合意形成の上で、支援機器の提供、学内移動支援、板書撮影の許可、口頭

発表や試問にかえて文書での課題提出などの合理的配慮を提供していきます。 

 

 

＜継続時＞ 半期ごとにキャンパスソーシャルワーカーから学生に継続の意向を確認 

申請内容に変更がある場合は③ケース会議での審議を経て④⑤⑥のプロセスへ 

変更がない場合は学期ごとに、⑤支援希望学生に結果通知、⑥履修科目担当教員に 

配慮依頼を行う 

①相談

②申請する
②申請しない

修学等の支援（合理的配慮）を希望する学生対応の流れ

③

④

支援を希望する学生

・面談を行い困りごとを把握

・支援申請を行うかどうか本人と相談し、

申請書の作成を支援します

相談室（キャンパスソーシャルワーカー）

学生部長がケース会議を設置し開催

メンバー：学生部長、相談担当教員、

キャンパスソーシャルワーカー、

事務局等 ※必要に応じ有識者を加える
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⑤結果の通知⑥正式依頼


